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海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

　
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
や
経
験

を
活
か
し
て
開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生
活
・
協

働
し
な
が
ら
、
現
地
の
国
づ
く
り
へ
の
協
力
活
動
を

展
開
し
て
い
く
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
と
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
春
募
集
が
、
４
月
１
日
㈫
～
５
月
12
日

㈪
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
体
験
談
＆
説
明
会

と
　
き　

４
月
19
日
㈯　

午
後
２
時

　
や
つ
し
ろ
舟
出
浮
き
は
、
漁
師
さ
ん
と
漁
船
に
乗

り
込
み
、
八
代
海
の
伝
統
漁
法
を
間
近
で
見
学
し
た

後
、
無
人
島
（
黒
島
・
三
ツ
島
）
に
上
陸
し
、
獲
れ

た
て
の
海
の
幸
を
存
分
に
味
わ
う
海
の
レ
ジ
ャ
ー
で

す
。

　
や
つ
し
ろ
舟
出
浮
き
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代

に
お
殿
様
の
舟
遊
び
と
し
て
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

と
　
き
　
４
月
上
旬
～
11
月
末

料
　
金

　
船
１
隻
３
０
０
０
０
円
（
５
人
ま
で
）

　
１
人
増
す
ご
と
に
５
０
０
０
円
追
加

※
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
米
や
飲
み
物
は
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
米
１
合
１
０
０
円
で
準
備
で
き
ま
す
）

※
季
節
に
よ
っ
て
漁
法
や
料
理
内
容
が
異
な
り
ま

す
。

や
つ
し
ろ
舟
出
浮
き

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

“
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ 

”キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
　
き
　
４
月
26
日
㈯
～
５
月
６
日
㈫

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
料
金

　
小
学
生
１
０
０
０
円
／
人
（
通
常
２
５
０
０
円
）

　
小
学
生
未
満
無
料

（
通
常
１
０
０
０
円
／
人 

３
歳
未
満
は
無
料
）

　
た
だ
し
、
１
隻
に
つ
き
大
人
５
人
以
上
の
同
乗
が

あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

　
予
約
・
問
合
せ

　
　
　
八
代
市
観
光
物
産
案
内
所

☎
35
６
６
２
７

検診名 対象年齢（４月１日現在の年齢） 検診期間

子宮頸がん
検診

・20 歳の女性
・過去 21 ～ 24 年度のクーポン対象者（当時 20 歳、

25 歳、30 歳、35 歳）で配布年度に未受診だった女性  6 月～
11 月

乳がん検診
・40 歳の女性
・過去 21 ～ 24 年度のクーポン対象者（当時 40 歳、

45 歳、50 歳、55 歳）で配布年度に未受診だった女性

特定健診 ・八代市国民健康保険加入の 40 歳、45 歳、50 歳、
55 歳の人  7 月～

27年1月肝炎ウィルス
検診

・40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳、65 歳、70 歳の人
で過去に肝炎ウィルス検査を受けたことがない人

大腸がん検診 ・40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳の人  27 年
  1 月頃

※上記の対象者で無料クーポン券発送前に市の検診を受診された場合、該当検
診分は無料になります。

※大腸がん検診は、自宅で検体（便）を採り、郵送で検査できる検診です。
問合せ　はつらつ健康課（八代市保健センター）　☎32-7200

●健診自己負担金の一部変更　4月 1日から消費税率の引き上げに伴い、
自己負担金が一部変更になっています。すでに健診の申込みをしている
人は、健診前に送付される書類（受診券・問診票）でご確認ください。

●健診申込みがまだの人へ　はつらつ健康課（八代市保健センター）まで
電話でお問合せください。

●無料検診対象者の人へ　無料検診対象者には、検診期間前に無料クーポ
ン券（無料受診券）、案内などを郵送します。無料クーポン券は、検診
期間内のみ有効です。検診期間内に検診を受けてください。検診期間外
は無料になりません。

平成 26 年度健診

と
こ
ろ

　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
大
会
議
室
Ａ

■
写
真
展
「
協
力
隊
員
が
き
り
と
っ
た
世
界
」

　

熊
本
県
出
身
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
を
中
心
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
赴
任
国
で
の
活
動
の
様
子
や
風
景
を
撮

影
し
た
写
真
展
で
す
。
日
本
と
違
っ
た
「
ど
こ
か
懐

か
し
い
」
協
力
隊
員
の
出
会
っ
た
世
界
の
日
常
を
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

４
月
４
日
㈮
～
18
日
㈮

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本
☎
０
９
６

（
３
５
９
）
２
１
３
０
I
　http://w

w
w.jica.go.jp

新鮮・豪華な海の幸付きの無人島上陸ピクニック
やつしろ舟出浮き　4 月からはじまります
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　 統計調査の登録調査員 募集
　あらかじめ登録し、調査実施の際に統計調査員
として活動できる人を募集します。
仕事内容　世帯や事業所への調査票配布・回収や

調査票の点検など
応募資格　①市内在住の 20 歳～ 74 歳で調査活

動のできる健康な人　②調査で知り得たことな
ど秘密の保持ができる人　③警察・選挙・税務
事務に従事していない人

報　酬　国の基準により支払います
申込み　文書統計課☎ 33-4174

　
　
市
農
地
利
用
集
積
促
進
事
業

　対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
農
業
を
営
む
人
で
、

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

助
成
内
容　

５
年
以
上
の
新
規
の
賃
借
権
設
定
に
よ

り
、
賃
借
権
設
定
後
の
経
営
耕
地
面
積
が
昨
年
度

末
よ
り
５
割
以
上
か
１
ha
以
上
増
加
し
た
場
合
、

規
模
拡
大
に
必
要
な
農
業
機
械
な
ど
（
ト
ラ
ッ

ク
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
農
業
経
営
以
外
へ
の
汎
用
性

が
高
い
も
の
は
対
象
外
）
の
導
入
に
対
し
て
、
消

費
税
相
当
額
を
除
い
た
経
費
の
１
／
２
以
内
（
上

限
１
０
０
万
円
）

※
国
か
県
に
よ
る
同
一
事
業
の
助
成
の
併
用
不
可

※
10
ａ
当
た
り
２
万
円
（
初
年
度
の
み
）
の
助
成
は

今
年
度
か
ら
あ
り
ま
せ
ん

※
予
算
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
受
付
を
終
了

問
合
せ　

農
業
政
策
課
☎
33
４
１
１
７

　
　
県
の
若
者
就
職
相
談
室

　（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
や
つ
し
ろ
）

　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
や
つ
し
ろ
」
で
は
、若
い
人
（
概

ね
15
～
39
歳
）
の
就
職
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま

す
。
就
職
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
無
料
相
談

室
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

○
就
職
活
動
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い

○
適
性
診
断
を
受
け
て
み
た
い

○
求
人
情
報
を
知
り
た
い

○
書
類
作
成
、
面
接
対
策　

な
ど

と
　
き　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

八
代
地
域
振
興
局
１
階

問
合
せ　

☎
33
３
７
５
６

　
　
青
年
就
農
給
付
金
事
業

　（
経
営
開
始
型
）

　

青
年
（
45
歳
未
満
）
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農

後
の
定
着
を
図
り
、経
営
が
不
安
定
な
就
農
直
後（
５

年
以
内
）
の
所
得
を
確
保
す
る
た
め
、
青
年
就
農
給

付
金
を
給
付
し
ま
す
。

給
付
要
件
な
ど

①
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
、
原
則
45
歳
未
満

で
あ
り
、
農
業
経
営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の

強
い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
独
立
・
自
営
就
農
で
あ
る
こ
と

③
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

④
生
活
保
護
、
生
活
費
を
支
給
す
る
国
の
他
の
事
業

と
重
複
受
給
で
な
い
こ
と

※
そ
の
他
に
細
か
な
要
件
あ
り
、問
合
せ
く
だ
さ
い
。

給
付
金
額　

年
間
１
５
０
万
円

問
合
せ　

農
業
政
策
課
☎
33
４
１
１
７

｢ごみ非常事態宣言｣ 継続中

問合せ　ごみ対策課　ごみ収集係・施設管理係☎32-4675
　　　　　　　　　　ごみ減量啓発係☎34-1997

　平成22年7月1日に行った「ごみ非常事態宣
言」は、現在も継続しています。１人１日当り
50ｇを目標に、燃えるごみの減量に協力をお
願いします。

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

平成25年2月 1,266 ｔ 427 ｇ
平成26年2月 1,252 ｔ 424 ｇ

比 較 － 14 ｔ － 3 ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較（八代・坂本地域）

八代市に転入してきた人へ
○ごみの出し方や収集方法は、居住する町内のルールをご確認ください。

市ホームページにも掲載しています。また、「資源の分別表」がない
場合は、連絡ください。郵送します。

○資源の日（日曜版）…毎月第 2・4 日曜日（午前 9 時～正午）
　町内の資源の日以外に、清掃センター（北側広場）で資源物の受け入

れを行っています。4 月の受入日は、13 日㈰と 27 日㈰です。

　
　
上
水
道
使
用
料
に
対
す
る

　
消
費
税
率
の
改
定

　

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が

　
　
上
水
道
料
金
の
改
定

泉
町
、
東
陽
町
、
鏡
町
、
千
丁
町
の
皆
さ
ん
へ

　

５
月
請
求
分
（
４
月
使
用
分
）
か
ら
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
分
を
上
水
道
料
金
に
転
嫁
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
上
水
道
料
金
を
次
の
よ
う
に
改
定

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

基
本
料
金　

１
０
８
０
円
（
８
㎥
ま
で
）

超
過
料
金　

１
３
５
円
×
超
過
水
量
（
10
円
未
満
切

り
捨
て
）

問
合
せ　

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
☎
62
２
０
４
９

料金変更例（メーター口径 13㎜の場合）
使用水量 料金（現行） 料金（改訂後）
～８㎥ 880円 900円
２０㎥ 2,390 円 2,450 円
３０㎥ 3,650 円 3,740 円

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
上
水
道
使
用
料
に
か

か
る
消
費
税
も
８
％
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
上
水
道
事
業
の
健

全
な
財
政
運
営
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
４
月
に
使
用
し
た

分
を
５
月
分
と
し
て
請
求
し
ま

す
の
で
、
５
月
分
か
ら
８
％
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

４
月
請
求
分
（
３
月
使
用
分
）
⇓
５
％

５
月
請
求
分
（
４
月
使
用
分
）
⇓
８
％

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
新
料
金
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
水
道
局
☎
32
７
１
９
４
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五家荘集合サイクリング大会
　新緑まぶしい五家荘で「第３回
五家荘集合サイクリング大会」を
開催します。自宅や駅などを拠点
に各自のコースを走り、五家荘自
然塾を目指すサイクリングです。
と　き　５月２５日㈰※小雨決行
　受付　正午～午後１時
　昼食　正午～午後２時
　　　　　昼食後自由解散
ところ　五家荘自然塾
　　　　（泉町仁田尾）※宿泊可
定　員　先着 200 人
対　象　小学生以上で安全に自転
　車で参加することができる健康
　な人（未成年者は保護者の同意
　が必要）
参加料　ＪＣＡ会員　2000 円　一般参加　　3000 円
　　高校生・大学生　2000 円　中学生以下　1000 円
　※地元料理（昼食）代、保険料他含む
申込み　熊本県サイクリング協会（ＫＣＡ）〒 860-0017 熊本

市中央区練兵町 40 ☎ 096-352-3878 に、参加料を添えて、５
月 17 日㈯必着で申込み。インターネットでの申込みは、JTB
スポーツステーション https://jtbsports.jp/ へ

問合せ　協会携帯☎ 080-5218-3350

　
　

固
定
資
産
税
の
縦
覧
は
、納
税
者
が
縦
覧
帳
簿（
土

地
価
格
・
家
屋
価
格
な
ど
）
を
縦
覧
し
、
ほ
か
の
土

地
や
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）
と
比
較
し
て
、
自
己

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

土
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
土
地
の
み
、
家

屋
の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
家
屋
の
み
、
両
方
所

有
し
て
い
る
人
は
両
方
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
名
は
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。（
縦
覧
帳
簿
記
載
事
項
以
外
の
課
税

内
容
の
閲
覧
は
、
物
件
の
所
有
者
の
同
意
が
必
要
で

す
）

　

な
お
、償
却
資
産
に
つ
い
て
は
申
告
課
税
の
た
め
、

縦
覧
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

縦
覧
で
き
る
人

　

八
代
市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
管

理
人

※
た
だ
し
、
納
税
者
と
同
居
の
親
族
や
納
税
者
本
人

以
外
の
場
合
は
、
委
任
状
ま
た
は
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

縦
覧
に
必
要
な
も
の

納
税
者
本
人
：
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）
ま
た
は
納
税
通
知
書
、
課
税
明

細
書

納
税
者
の
代
理
人
：
委
任
状
、
代
理
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

注
　
意　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

①
八
代
市
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

②
資
産
を
所
有
し
て
い
て
も
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
な
い
場
合
（
免
税
点
未
満
な
ど
）

③
制
度
の
趣
旨
以
外
の
目
的
で
縦
覧
す
る
場
合

縦
覧
場
所
　
本
庁
資
産
税
課
：
八
代
市
内
に
所
在
す

る
す
べ
て
の
土
地
・
家
屋

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）：

各
支
所
管
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

縦
覧
期
間　

４
月
１
日
㈫
～
５
月
30
日
㈮
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

問
合
せ　

資
産
税
課　

☎
33
４
１
０
８

　

各
支
所 

市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧

　
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
は
、
納
税
義
務
者
が

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、
自
己
の
資
産
に
つ
い

て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
借
地
人
、
借
家
人
な
ど
の
人
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
の
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
も
４

月
１
日
㈫
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

閲
覧
・
交
付
で
き
る
人

　

納
税
義
務
者
本
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
賦
課
期

日
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人
、
固
定
資
産
の
処

分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
管
財
人
な
ど
、
ま
た
は
以

上
の
代
理
人

閲
覧
・
交
付
に
必
要
な
も
の

▼
閲
覧･･･

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
ま
た
は
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
、

借
地
人
・
借
家
人
は
賃
貸
借
契
約
書
、
賦
課
期
日

後
に
取
得
し
た
人
は
登
記
済
証
、
代
理
人
の
場
合

は
委
任
状
、
ま
た
は
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書

▼
証
明
書
交
付･･･

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
当
該
資
格
を
証
す
る

書
類
、賦
課
期
日
後
に
取
得
し
た
人
は
登
記
済
証
、

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

閲
覧
・
交
付
場
所

▼
閲
覧･･･

資
産
税
課

▼
証
明
書
交
付･･･

市
民
税
課

　

共
に
土
日
・
祝
日
を
除
く

※
支
所
で
の
閲
覧
、証
明
書
交
付
は
市
民
福
祉
課（
鏡

支
所
は
市
民
環
境
課
）

費
　
用

▼
閲
覧･･･

４
月
１
日
㈫
～
５
月
30
日
㈮
ま
で
は
無

料
、
６
月
２
日
㈪
か
ら
３
０
０
円
（
１
枚
）

▼
証
明
書
交
付･･･

３
０
０
円
（
１
枚
）

問
合
せ

▼
閲
覧･･･

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

▼
証
明
書
交
付･･･

市
民
税
課
☎
33
４
１
０
７

※
支
所
で
の
閲
覧
、証
明
書
交
付
は
市
民
福
祉
課（
鏡

支
所
は
市
民
環
境
課
）

　
地
籍
調
査
後
の
固
定
資
産
税

　

合
併
協
議
の
結
果
に
基
づ
き
、
地
籍
調
査
後
の
課

税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
登
記
完
了
分
に
つ
い
て

登
記
さ
れ
た
新
地
積
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

固
定
資
産
税
の
縦
覧
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行
ぎょうせい

政書
し ょ し

士による入
にゅうかん

管問
もんだい

題無
むりょう

料相
そうだんかい

談会
 と　き　4月

がつ

23日
にち

（水
すい

）　午
ご ご

後1時
じ

30分
ぷん

～ 3時
じ

30分
ぷん

 ところ　市
しみん

民相
そうだんしつ

談室（市
し

役
やくしょ

所 本
ほんちょう

庁 舎
しゃ

1 階
かい

）

 内
ない

　容
よう

　家
かぞく

族の招
しょうへい

聘、国
こくさい

際結
けっこん

婚、永
えいじゅう

住、帰
き か

化、

　　　　 外
がいこくじん

国人の雇
こよう

用・会
かいしゃ

社設
せつりつ

立など

 問
といあわ　

合せ　秘
ひ し ょ か

書課 秘
ひしょ

書・国
こくさい

際 交
こうりゅうかかり

流 係 　☎34-1090

行政书士提供有关入管问题的免费咨询
 时 间：4月23日（星期三）  下午1点30分～下午3点30分

 地 点：市民咨询室（市政府总厅1楼 )

 内 容：邀请亲属访日，涉外婚姻，申请永住许可，

　　　　加入日本国籍，外国人就业・在日本设立公司等

 问 询：秘书课秘书・国际交流系

Gyosei-shoshi-lawyers Will Offer 
Free Consultations 

On Immigration, Residency and Nationality
 Office hours: April 23rd(Wednesday) 1:30 PM to 3:30 

PM 
 Location:      Citizen’s Consultation Room (on the first 

floor of City Hall)
 The contents: inviting families to visit Japan, 

international marriage, permanent 
resident permit, naturalization (kika), 
Foreigner's employment, establishing a 
company in Japan by a foreigner etc.

 Inquiries:      Secretary & International Exchanges 
Section in the Secretarial Division

　
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
声
の
市
報
・
点
字
市
報

　

市
で
は
、
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
に
、「
広
報

や
つ
し
ろ
」
を
録
音
し
た
音
声
広
報
（
声
の
市
報
）、

や
点
訳
し
た
市
報
（
点
字
市
報
）
を
届
け
て
い
ま
す
。

①
八
代
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
視
覚
障
が
い
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
人

③
一
人
暮
ら
し
か
、
同
居
者
が
読
ん
で
聞
か
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
人

の
す
べ
て
に
該
当
し
、
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
障

が
い
者
支
援
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
利
用

は
無
料
で
す
）

※
政
府
発
行
の
音
声
広
報
Ｃ
Ｄ
、
点
字
広
報
誌
な
ど

の
貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
期
間
は
、
原

則
と
し
て
１
週
間
で
す
。

※
お
願
い　

対
象
と
な
る
よ
う
な
障
が
い
を
持
つ
人

　
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　

こ
の
講
座
は
、
手
話
が
わ
か
ら
な
い
、
も
し
く
は

手
話
よ
り
も
日
本
語
の
文
字
情
報
で
の
情
報
提
供
を

望
む
聴
覚
障
が
い
者
に
対
し
て
、
書
い
た
り
・
パ
ソ

コ
ン
で
情
報
を
伝
え
る
要
約
筆
記
者
を
養
成
す
る
も

の
で
す
。

　

要
約
筆
記
者
が
増
え
る
こ
と
は
、
地
域
の
聴
覚
障

が
い
者
の
社
会
参
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

と
　
き
　
５
月
１
日
㈭
～
10
月
30
日
㈭
の
毎
週
木
曜

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

計
21
回

と
こ
ろ　

熊
本
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
熊

本
市
東
区
長
嶺
）

コ
ー
ス　

①
手
書
き　

②
パ
ソ
コ
ン

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０
０
円
程
度
）

対
　
象　

高
卒
以
上
の
学
力
を
有
し
、
要
約
筆
記
活

動
を
目
指
す
人

申
込
み　

４
月
20
日
㈰
ま
で
、
コ
ー
ス
を
選
び
電
話

で
申
込
み
。

　

県
ろ
う
者
福
祉
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
５
５
８
７

と
　
き　

５
月
９
日
㈮
・
10
日
㈯
・
11
日
㈰

　

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

球
磨
川
河
川
緑
地

コ
ー
ス　

９
日
…
40
㎞
・
20
㎞
・
10
㎞
・
五
家
荘

　
　
　
　

10
日
…
40
㎞
・
20
㎞
・
10
㎞
・
５
㎞

　
　
　
　

11
日
…
30
㎞
・
20
㎞
・
10
㎞
・
５
㎞

事
前
申
込
み　

４
月
18
日
㈮
ま
で

　

※
参
加
費
が
必
要
で
す
。
大
会
当
日
、
会
場
で

第 20 回記念
九州国際スリーデーマーチ

2014　参加者募集

も
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
I http://3day.yatsushiro.jp/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

大
会
運
営
な
ど
の
手
伝
い
が
で
き
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委

員
会
（
市
観
光
振
興
課
内
）
☎
33
４
１
３
２

きなっせ !
　やつしろ
笑顔で
　元気ウォーク

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接

し
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

４
月
19
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

松
高
公
民
館　

和
室

定
　
員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
う
り
ん
☎
33
９
８
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

が
身
近
に
い
た
ら
、
こ
の
記
事
の
こ
と
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

障
が
い
者
支
援
課
☎
35
０
２
９
４
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　と
　
き　

４
月
６
日
㈰
～
15
日
㈫

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
４
月
10
日
㈭

目
　
的　

交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
に
よ
る

道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
り
ま
す
。

運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
重
点　

　

１　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

２　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

３　

飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ　

市
防
災
安
全
課
☎
33
４
１
１
２

　

八
代
警
察
署　

交
通
第
一
課
☎
33
０
１
１
０

　

氷
川
警
察
署　

地
域
交
通
課
☎
62
４
１
１
０

　
高
齢
者
の
死
亡
事
故
の
特
徴

　
　

市
で
は
、
平
成
25
年
中
の
交
通
事
故
で
９
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
７
人
が
高
齢
者
で
し

た
。

　

ま
た
、
21
年
か
ら
25
年
ま
で
の
５
年
間
で
36
人
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
27
人
が
高
齢
者

と
、
実
に
全
体
の
75
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

○
歩
行
中
～
10
人
中
７
人
が
高
齢
者
（
70
・
０
％
）

高
齢
死
者
の
７
人
中
５
人
が
、
車
の
進
行
方

向
か
ら
見
て
右
か
ら
左
へ
の
道
路
横
断
中
の

事
故

○
自
転
車
乗
車
中
～
８
人
中
６
人
が
高
齢
者
（
75
・

　
災
害
時
協
力
事
業
所
に
登
録
を

　

災
害
発
生
時
に
、
事
業
所
な
ど
が
保
有
す
る
能
力

（
資
機
材
、
人
材
、
物
資
な
ど
）
が
地
域
の
重
要
な

防
災
力
と
な
る
よ
う
、
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業
所

登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
登
録
し
た
事
業
所
の

自
主
的
な
協
力
活
動
に
よ
る
、迅
速
な
被
災
者
救
援
・

救
護
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

災
害
時
に
期
待
す
る
活
動

　

災
害
時
は
、
自
己
の
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
自
発
的
な
救
援
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
初
期
消
火
・
救
命
・
救
助
活
動
、
食
品
・

生
活
用
品
・
医
療
品
な
ど
の
供
給
、
車
両
や
技
術

力
な
ど
の
提
供
、
避
難
場
所
の
貸
与
な
ど
で
す
。

平
常
時
の
活
動

　

平
常
時
は
、
市
民
へ
の
防
災
意
識
の
啓
発
の
た

め
の
防
災
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
市
な
ど
が
開
催
す
る

防
災
講
演
会
へ
の
参
加
、
従
業
員
へ
の
防
災
研
修

な
ど
で
す
。

経
費
の
負
担

　

基
本
的
に
は
、
登
録
事
業
者
の
自
主
的
な
活
動

を
期
待
す
る
も
の
な
の
で
、
そ
れ
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
事
業
所
負
担
と
し
ま
す
。

対
象
事
業
所

　

市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
を
有
す
る

事
業
所
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団
体
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含
む
）
で
、
法

人
格
の
有
無
、
本
店
・
支
店
・
営
業
所
な
ど
の
形

態
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
個
人
商
店
も
対
象
で
す

が
、
個
人
は
対
象
外
で
す
。

協
力
事
業
所
名
の
公
表

　

登
録
の
証
と
し
て
「
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業

所
登
録
証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
事
務
室
な
ど

わ
か
り
や
す
い
場
所
に
掲
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
　
学
生
納
付
特
例
制
度

　

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
は
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
る
場
合
を
除
き
、
全
て
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
年
齢
、
収
入
に
関
わ
ら
ず
一
律
の
金
額

に
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
26
年
度
の
保
険
料
は
月
額

１
５
２
５
０
円
）。

　

学
生
で
あ
っ
て
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は
、
在
学
期
間
中

の
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
（
25
年
以
上
）

に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

た
だ
し
、
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
追

納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
満
額
の
年
金
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
特
例
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
１
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年
度
手
続
が

必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
者

○
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
人
で
、
夜
間
、
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課

程
の
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

※
各
種
学
校
の
場
合
、
修
業
年
限
は
１
年
以
上
で
、

私
立
の
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け

た
学
校
に
限
り
ま
す
。

○
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
「
１
１
８
万
円
＋
扶
養

親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等
」
以
下

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳
（
既
に
お
持
ち
の
場
合
）

○
学
生
証
の
写
し
（
有
効
期
限
が
裏
面
に
記
載
さ
れ

て
い
る
場
合
は
裏
面
の
写
し
も
必
要
）
ま
た
は
在

学
証
明
書

○
認
印

○
身
分
証
明
書
（
学
生
証
・
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

※
代
理
の
場
合
は
代
理
人
の
も
の

手
続
き
先
・
問
合
せ

　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

　

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
健
康
福
祉
課
）

０
％
）
高
齢
死
者
の
６
人
中
４
人
が
交
差
点
で
の

出
会
い
頭
の
事
故

○
二
輪
車
乗
車
中
～
９
人
中
８
人
が
高
齢
者
（
88
・

９
％
）
高
齢
死
者
の
８
人
中
７
人
が
原
付
乗
車
中

の
交
差
点
の
出
会
い
頭
の
事
故

○
自
動
車
乗
車
中
～
９
人
中
６
人
が
高
齢
者
（
66
・

７
％
）
高
齢
死
者
の
６
人
中
３
人
が
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
非
着
用
の
事
故

問
合
せ　

八
代
警
察
署
交
通
第
一
課
☎
33
０
１
１
０

ま
た
希
望
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
事
業
所
の
名
称
、

所
在
地
、電
話
番
号
、活
動
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

登
録
方
法
（
随
時
登
録
受
付
中
）

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
制
度
要
綱
を
参
照

し
、「
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
届
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で

防
災
安
全
課
☎
33
４
１
１
２
D 

35
２
０
０
９
G 

bosai@
city.yatsushiro.lg.jp

へ
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
に
印
鑑
は
不
要
。
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八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　■
除
草
・
清
掃
作
業
会
員 

大
募
集

　

除
草
や
清
掃
作
業
の
で
き
る
人
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
左
記
入
会
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
入
会
説
明
会

　

除
草
・
清
掃
作
業
以
外
の
仕
事
を
希
望
し
て
い
る

人
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

４
月
２
日
㈬
、
５
月
７
日
㈬　
（
毎
月
第

１
水
曜
）　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か

肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
）、
会
費
（
問
合
せ

く
だ
さ
い
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
27
年
３
月
末
日
ま
で
に
60

歳
以
上
に
な
る
人

■
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
デ
ジ
カ
メ
画
像
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ

作
成
ほ
か
）、
筆
ま
め
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
な
ど
）
を
学
習
。
若
い
人
か
ら
高
齢
の
人
ま
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

　

Ihttp://ysjc.jp/

　
　
八
代
妙
見
祭
衣
装
方
着
付
け
講
習
会

　
　

祭
礼
衣
装
に
関
す
る
着
付
け
の
技
術
を
学
び
、
着

付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
妙
見
祭
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。（
初
心
者
歓
迎
）

と
　
き　

４
月
15
日
㈫　

午
後
２
時
～
４
時　

　
（
毎
月
第
３
火
曜
日
に
実
施
予
定
）

と
こ
ろ　

厚
生
会
館　

和
室

対
象
者　

妙
見
祭
当
日
、
着
付
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
希
望
す
る
人

受
講
料　

無
料

講
　
師　

八
代
妙
見
祭
衣
装
方　

小
嶋
授
子
氏

内
　
容　

実
際
の
祭
礼
衣
装
を
用
い
た
実
技
、
帯
の

締
め
方
を
は
じ
め
と
す
る
着
付
け
の
基
礎
講
習
な

ど
申
込
み　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

　
　
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
伴
う

　
発
掘
作
業
員
の
登
録

　

平
成
26
年
度
の
遺
跡
発
掘
調
査
に
伴
い
、
発
掘
作

業
員
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
25
年
度
に
登
録
し

た
人
も
更
新
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
登
録
者
全
員
が
雇
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

４
月
11
日
㈮
か
ら
随
時　

午
前
９
時
～

午
後
５
時

受
付
場
所　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
（
本
庁
舎
３
階
）

登
録
の
有
効
期
間　

平
成
27
年
度
登
録
開
始
ま
で

登
録
の
条
件　

ど
な
た
で
も

そ
の
他　

登
録
は
必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

登
録
用
の
顔
写
真
１
枚
（
４
㎝
×
３
㎝
程
度
）

　

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

　
　
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
届
出
な
ど

　
　

市
内
に
は
、
古
墳
や
城
跡
、
干
拓
の
樋
門
や
堤
防

跡
な
ど
、
４
０
０
を
超
え
る
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
遺

跡
内
で
工
事
な
ど
を
行
う
際
に
は
、
文
化
財
保
護
法

に
基
づ
く
事
前
の
届
出
な
ど
が
必
要
で
す
。
工
事
予

定
地
が
遺
跡
に
含
ま
れ
て
い
る
か
、
文
化
ま
ち
づ
く

り
課
で
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
に
重
要
な
遺
跡
は
、
国
や
県
、
市
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
史
跡
の
中
で
工
事
な
ど

を
行
う
場
合
に
は
、
文
化
財
保
護
法
の
届
出
前
に
、

現
状
変
更
の
許
可
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

　
　
ま
ち
の
先
生
派
遣
事
業

　
　

市
民
に
伝
統
文
化
や
芸
術
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
要
望
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ

　
　
や
つ
し
ろ
文
化
振
興
基
金
を

　
活
用
し
た
補
助
事
業
を
実
施

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、

文
化
財
保
存
継
承
団
体
の
担
い
手
や
財
源
の
確
保
が

厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で「
地
域
の
宝
」

で
あ
る
文
化
財
の
保
護
力
の
向
上
を
目
指
し
、
指
定

文
化
財
な
ど
を
活
用
し
た
市
民
の
主
体
的
な
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者　

指
定
文
化
財
な
ど
を
保
存･

継
承
ま
た
は

管
理
し
て
い
る
団
体
・
法
人

対
象
事
業　

指
定
文
化
財
な
ど
を
活
用
し
て
行
う
、

新
た
な
担
い
手
や
財
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
事
業

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

　
　
や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室

　
　

経
験
豊
か
な
退
職
教
員
が
、
小
中
学
生
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
不
安
や
悩
み
に
答
え
ま
す
。

相
談
時
間
　
月
～
金
曜
日　

原
則
と
し
て
午
後
１
時

～
５
時

主
な
相
談
内
容　

・
い
じ
め
や
不
登
校
に
関
す
る
こ

と　

・
友
人
関
係
に
関
す
る
こ
と　

・
進
路
に
関

す
る
こ
と
な
ど

相
談
の
形　

電
話
、
メ
ー
ル
、
来
所
（
内
容
に
よ
っ

て
は
訪
問
し
ま
す
）

相
談
先　

や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室
（
市

千
丁
支
所
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）
☎

30
１
６
６
９
、
G
　kodom

o-sien@yatsushiro.
jp　

グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
ド
リ
ー
ム

　
事
業
団
員
募
集

　

小
学
５
・
６
年
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
。
く
ま
モ
ン

営
業
部
長
か
ら
青
少
年
大
使
と
し
て
任
命
し
て
も
ら

い
、
一
緒
に
台
湾
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

　

青
少
年
大
使
と
し
て
高
雄
市
長
表
敬
、
高
雄
市
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
県
産
品
流
通
視
察
な
ど
を

ま
な
分
野
の
知
識
や
技
能
を
持
つ
市
内
の
人
を
「
ま

ち
の
先
生
」
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

利
用
者　

市
民
（
主
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
）

で
、
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

内
　
容　

日
本
民
謡
、
大
正
琴
、
詩
吟
、
合
唱
、
日

本
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
陶
芸
、
書
道
、
写
真
、

着
付
け
、
伝
統
芸
能
、
華
道
、
茶
道

そ
の
他　

講
師
へ
の
謝
礼
は
不
要
で
す
。
申
込
方
法

な
ど
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
、
台
湾
で
の
新
し
い

出
会
い
か
ら
得
た
感
動
を
、
大
使
と
し
て
県
民
に
報

告
し
て
く
れ
る
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
団
員
の
小
中
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
で
配
布
さ
れ
る
募
集
要
領
で
。

問
合
せ　

県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課
☎
０
９
６

（
３
３
３
）
２
２
９
４
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◆
八
代
市
立
図
書
館
　
本
館

■
こ
ど
も
の
読
書
週
間
お
は
な
し
会

と
　
き　

５
月
３
日
㈯　

午
前
11
時

対
　
象　

０
・
１
・
２
歳
児

内
　
容　

大
型
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
な
ど

出
　
演　

子
羊
文
庫

■
作
っ
て
み
よ
う
「
こ
い
の
ぼ
り
ロ
ケ
ッ
ト
」

と
　
き　

４
月
27
日
㈰　

午
前
10
時
30
分

対
　
象　

幼
児
、
小
・
中
学
生

内
　
容　

簡
単
に
で
き
る
「
こ
い
の
ぼ
り
の
ロ
ケ
ッ

ト
」
づ
く
り
で
す
。
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
こ

い
の
ぼ
り
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
　
員　

先
着
25
人　

要
申
込
み

■
大
空
に
は
ば
た
け
！ 
～
風
船
に
夢
を
の
せ
て
～

と
　
き　

４
月
19
日
㈯
～
５
月
18
日
㈰

内
　
容　

期
間
中
、
館
内
に
大
空
が
出
現
。
風
船
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
用
紙
に
夢
や
想
い
を
書
い
て
、

図
書
館
の
大
空
へ
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

図
書
館
本
館
☎
32
３
３
８
５

◆
せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

■
春
の
お
は
な
し
会

と
　
き　

４
月
19
日
㈯　

午
後
２
時

内
　
容　

大
型
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
な
ど

出
　
演　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
山
猫
軒
・
図
書

館
員

■
し
お
り
つ
き
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
つ
く
り

と
　
き　

５
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

対
　
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
事
前
の
申

し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
図
書
の
無
料
配
布

と
　
き　

４
月
27
日
㈰　

午
前
９
時
30
分 

　

保
存
年
限
の
過
ぎ
た
図
書
な
ど
を
１
人
３
冊
ま
で

無
料
配
布
し
ま
す
。
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ　

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館
☎
46
１
９
０
１　

◆
か
が
み
図
書
館

■
工
作
教
室
「
マ
グ
カ
ッ
プ
の
こ
い
の
ぼ
り
」

と
　
き　

４
月
26
日
㈯　

午
前
10
時

と
こ
ろ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

内
　
容　

マ
グ
カ
ッ
プ
に
か
わ
い
い
こ
い
の
ぼ
り
を

作
っ
て
飾
り
ま
せ
ん
か
。
マ
グ
カ
ッ
プ
は
各
自
で

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
　
員　

先
着
25
人　

要
申
込
み

申
込
み　

４
月
１
日
㈫
か
ら

■
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
か
ぶ
と
と
ど
う
ぶ
つ
帽
子

と
　
き　

４
月
27
日
㈰
～
５
月
11
日
㈰

　

新
聞
紙
で
作
る
か
ぶ
と
や
帽
子
に
、
素
敵
な
飾
り

を
付
け
て
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
作
品
を
作
り
ま

せ
ん
か
？
期
間
中
、
随
時
受
付
し
ま
す
。
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◆
八
代
市
立
図
書
館
　
３
館
共
通

■
特
設
コ
ー
ナ
ー

　「
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
！
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動
」

　

平
成
26
年
度
か
ら
八
代
市
内
の
小
中
学
校
で
始
ま

る
「
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動
」（
小
中
学
生
読
書
推

進
事
業
）
に
あ
わ
せ
て
図
書
館
３
館
に
特
設
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
冊
数
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
読
書
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動
が

　
始
ま
り
ま
す

　

読
書
は
、
想
像
力
を
広
げ
、
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。

今
年
度
、
市
教
育
委
員
会
で
は
市
内
の
小
・
中
学
校

と
連
携
し
て
「
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動
」（
小
中
学

生
読
書
推
進
事
業
）
を
始
め
ま
す
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
運
動
」
と
は
、

　

子
ど
も
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
の
本
と
出
会
い
、
心

豊
か
に
育
つ
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
家
や
学
校
図

書
館
、
市
立
図
書
館
に
あ
る
本
を
読
み
、
読
ん
だ
本

の
名
前
を
小
学
校
・
中
学
校
と
続
け
て
記
録
を
つ
け

て
い
き
ま
す
。
９
年
間
続
け
る
こ
と
で
、
読
書
を
通

し
て
自
分
を
見
つ
め
、
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
、
心
の
成
長
の
記
録
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ッ
ク
、今
年
は
何
冊
読
ん
だ
？
」「
あ

の
本
お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
ね
」
そ
ん
な
声
が
市
内
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
を
願
っ
た
運

動
で
す
。
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学
校
教
育
課

　

☎
33
６
８
４
７

博物館展示案内（４月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆春季特別展覧会　京都相国寺と金閣・銀閣の
　名宝展　雪舟も！等伯も！若冲も！日本文化の
　至宝が八代へ！　　　   ４/25 ㈮  ～ 6/ 1 ㈰

常

設

展

示

室

◆八代焼 I 茶の器 　　  開催中 ～ 6/22 ㈰
◆古文書をよむ I
　 釈迦院の古文書　　　  4/  1 ㈫   ～ 6/29 ㈰
◆肥後鐔の魅力　　　  開催中 ～ 4/20 ㈰
◆信仰のかたち I
　 八代のほとけ　　　開催中 ～ 4/20 ㈰
◆信仰のかたち II
　 釈迦院の仏神像　　 4/25 ㈮～27年3/29 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり I
　 発見 ! 弥生集落　　 4/  1 ㈫   ～ 6/15 ㈰
◆広重の絵封筒　　　　  開催中 ～ 5/25 ㈰
◆妙見祭の飾馬　　　　4/  1 ㈫   ～ 6/  １㈰
◆米作りの道具　
　 お米はどうやってできるの？ 開催中
◆収蔵品展 企画１「釈迦院の信仰と仏神像」
　 企画２「日本の伝統絵画を楽しむ」
　　　　　　　　　　  開催中 ～ 4/20 ㈰

４月の休館日 7㈪、14㈪、21㈪～24㈭、28㈪

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　市民の音楽発表・鑑賞
の場として出演者の募集
も行っています。お気軽
にお問合せください。

厚生会館 ホワイエ コンサート

　と　き　4月25日㈮　午後2時～ 2 時 30 分
　出　演　コール麦島（指揮・独唱：閘優子さ
　　　　　ん、ピアノ：閘真惟子さん）
　3 月までの「ロビーライブ」がリニューアルし、「厚生会館
ホワイエコンサート」となります。演奏する人も聴く人もより
落ち着いた環境の中で、無料で気軽に楽しめるコンサートです。

女声三部合唱の調べ

問合せ　厚生会館☎32-3196

４月２３日㈬～５月１２日㈪

こどもの読書週間

いつもいっしょ、本といっしょ
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図 書 館 催し物案内（４月）
施設点検休館日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします
４月２３日㈬は「子ども読書の日」

午前 9 時 30 分～午後 6 時（土日祝午後 5 時）

行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容
０・１・２才児向けおはなし会 10日㈭ 午前11時～

語り手：子羊文庫
幼児・小学生向けおはなし会 5･12･19･26日㈯ 午後3時～

図書館講座 文学講座・八代の歴史講座はお休みです。

こどもの読書週間特別展示
19日㈯～5月18日㈰　「春は出会いのきせつ～友だちっていいね～」「Hey You！～高校生物語～」「がん
ばれ！部活まっさいちゅう～部活応援本～」
入学・進級・クラス替えなど新しい出会いや始まりの季節にピッタリの本を展示します。

ジョブカフェによる就活相談会 ７・21日㈪(求人情報誌発行日) 午前10時～正午　ところ：1階談話コーナー

あかちゃん向けおはなし会
（赤ちゃん広場）

21日㈪ 午前10時30分～
28日㈪ 午後2時30分～

語り手：いないいないばぁの会
親子ふれあい遊びなどを行います

幼児・小学生向けおはなし会 5･12･19･26日㈯ 午後2時～ 語り手：第 1･2･4 週 図書館員、第 3 週 山猫軒

こどもの読書週間特別展示
19日㈯～5月18日㈰　「君へ送るメッセージ」新たな出発の春、読書を通して大切な人にメッセージを伝
えてみませんか。「おばあちゃんも読んだ絵本～20年間読み継がれている絵本～」

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ）

4日㈮ 午前11時～
18日㈮ 午後3時～

対象：0 歳～未就園児
絵本の読み聞かせのほか、親子で手 ･ 歌あそびなど

幼児・小学生向けおはなし会 6日㈰12･26日㈯ 午後2時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ

こどもの読書週間特別展示
19日㈯～5月18日㈰　「春のおすすめ本‐大きく育て！ 子どもたち‐」命あふれる春に人や自然の大切さ
を伝える本を展示します。「エンジョイ！スクールライフ～舞台は学校！～」

施設点検休館日　市立図書館本館：23 日㈬、せんちょう図書館：8日㈫、かがみ図書館：17日㈭

▶7日㈪ 9:40ひので保育園 10:15金剛公民館 10:45ま心苑　　　  ▶8日㈫ 9:40高島団地 10:10築添団地 10:40八代中央クリニック
▶9日㈬ 9:40麦島公民館 10:15植柳公民館 10:45偕老苑　　　　  ▶10日㈭ 9:40竹原県職住宅 10:10日本製紙太田郷社宅 10:40日本製紙日置社宅 
▶11日㈮ 13:15日奈久小 14:00南部市民センター 14:30保寿寮　  ▶14日㈪ 13:15郡築小 14:05八千把公民館 14:30海士江西村ビル
▶15日㈫ 13:25二見小 14:10二見公民館 14:55光嶺保育園　　　 ▶16日㈬ 13:15龍峯小 13:55如見商店前 14:25中次団地
▶17日㈭ 13:15昭和小 14:00郡築11八協連 14:35井揚団地　　   ▶18日㈮ 13:15八竜小 14:10JA坂本 14:50グリーンパーク
▶21日㈪ 13:15東陽小 14:05河俣山村広場 14:40東陽せせらぎ　 ▶22日㈫ 13:20 泉小中学校 14:00市泉支所 14:30泉運動広場
▶24日㈭ 9:40流藻川団地 10:05すずらん苑 10:40きぼうの里たいよう　▶25日㈮ 9:40JR西宮アパート 10:10市立病院 10：40老人ホーム楽寿
▶28日㈪ 9:40総合体育館 10:10東中洲公園 10:40あさひ園　　　▶30日㈬ 9:40鏡しらぬい保育園 10:15鏡体育館 10:45古閑出JA倉庫

4 月から移動図書館巡回ステーションが変わります
　　　　　　　　　　　　＜　変更前　＞　　　　　　　　　　　　　　＜　変更後　＞
　　　　　　　【太田郷】労災病院職員住宅（廃止）　　　　　　　近隣の「竹原町県職員住宅」をご利用ください
　　　　　　　【宮　地】宮地公民館（廃止）　　　　　　　　　　近隣の「八代市立病院」をご利用ください
　　　　　　　【高　田】平山新町高専官舎（廃止）　　　　　　　八代市立きぼうの里たいよう（新設）
　　　　　　　【龍　峯】　　　　　　　　　　　　　　　　　　   有料老人ホーム楽寿（新設）
　　　　　　　【松　高】　　　　　　　　　　　　　　　　　　   八代中央クリニック（新設）

太田郷公民館と高田公民館（図書館分室）で図書返却ができます

図書資料の返却を忘れずに　▶返却予定日から 4ヵ月経過しても図書が全部返却されていない場合、新たな図書の貸出や予約などができません。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう図書館☎46-1901　かがみ図書館☎52-5567

市
立
図
書
館
本
館

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

か
が
み
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

⇒

　４月から図書館本館、せんちょう図書館、かがみ図書館
で借りた図書を、図書館分室である太田郷公民館や高田公
民館で返却することができるようになります。

【開始日】4 月 1 日㈫～
【返却場所】太田郷公民館・高田公民館（図書館分室）
　　　　  ※その他の公民館では返却できません。

【注意事項１】本館などの図書を分室で借りることはでき
ません。

【注意事項２】1 週間以内に本館や分館で新たに図書を借り
る場合は、分室には返却せず、本館や分館に返却してください。
（分室へ返却された図書が本館などへ届くまでに1週間程度かかり、

その間は図書館システム上、返却とはならず貸出中のままのため）


